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1. 研究概要 

本研究は，⾃⼰の⽬の⼤きさに対して魅⼒評価を⾏い，⾃⼰の顔不満⾜感と顔魅⼒の
構造を明らかにすることを⽬的としている。現在，⾝体醜形障害患者の増加から⾃⾝の
顔について不満⾜感を持つ⼈が増えていることが窺える。⽬が⼤きく⾒えることは，顔
魅⼒の⼀要因になり得ることが明らかにされているが，顔不満⾜感も持つ者が⾃⼰の顔
に対しても同様に感じるかは定かでない。また，他者の⽬の⼤きさについて魅⼒評価を
⾏った研究は多数⾏われているものの，⾃⼰に対して魅⼒評価を⾏なった研究はなく，
⾃⼰評価による魅⼒認知の観点から理想的な⾃⼰の魅⼒を探ることは重要であると考
える。 
 
2. 本年度の研究成果 

本年度は，⾃⼰の顔に対する不満⾜感を測定する顔不満⾜感尺度への回答及び⾃⼰
顔・他者顔を⽤いた 2 肢強制選択課題による⼼理物理学的実験を⾏った。2 肢強制選択
課題は，⼼理実験作成ソフト PsychoPy3 で作成し，Pavlovia と同期させることでオンラ
イン実験を実⾏した。調査対象者は⼤学⽣および⼤学院⽣ 15 名（男性 4 名，⼥性 11
名；年齢 21.4±2.32 歳）であった。対象者同⼠は，同じ研究室に所属しており，お互
いの顔を⽐較的よく知っている関係であった。2 肢強制選択課題では，⾃⼰顔・他者顔
に対し，魅⼒的だと感じた場合は右⽮印，魅⼒的でないと感じた場合には左⽮印を選択
するよう求められた。実験刺激である顔写真は，⽬の部分を，⼀切の加⼯を加えていな
い写真，⽬を拡⼤，縮⼩（⾼さ，幅±5，10，15，20％）した写真を作成し，1 ⼈あた
り計 9 パターン１セットとして使⽤した。顔写真は１セットにつき 20 施⾏，計 180
施⾏⾏われ，顔写真はランダムに提⽰された。本調査は，慶應義塾⼤学内の SFC 研究
倫理委員会の承認を得て実施された。 

⾃⼰の顔に対する不満⾜感と⾃⼰顔・他者顔における⽬の⼤きさ魅⼒の関連を明らか
にするため，⾃⼰顔 1 名，他者顔 3 名，合計 4 名の顔不満⾜感尺度の合計得点および
PSEの相関分析を⾏った。結果として，顔不満⾜感が⾼い群・低い群の両群において，
⾃⼰顔・他者顔どちらも⼀切の加⼯を加えていない顔写真よりも⽬を拡⼤した顔写真を



魅⼒的だと認識することが⽰唆された。顔不満⾜感が⾼い群に関しては，最⼤拡⼤率で
ある 20％の顔写真であっても魅⼒的だと判断する傾向がみられた。今後は，さらに⽬
の拡⼤率を上げた顔写真を⽤いて実験を⾏い，顔不満⾜感が⾼い者が魅⼒的だと認識す
る⽬の⼤きさを明らかにしていく予定である。本研究が完遂されることにより，顔魅⼒
という概念において，理想⾃⼰と現実⾃⼰の差異を明らかにすることが可能になると考
える。 
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